
市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
か
た

平
成
14
年
１
月
１
日
現
在
、
柏

市
に
住
ん
で
い
る
か
た
は
、
原
則

と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。ま
た
、

市
内
に
住
ん
で
い
な
い
か
た
で

も
、
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
や

家
屋
敷
が
あ
る
場
合
に
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
�
〜
�
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は
、
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

�
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
　

�
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得

だ
け
で
、
給
与
支
払
者
か
ら
市
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
　

�
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
　

�
前
年
中
の
所
得
が
条
例
で
定

め
る
金
額
以
下
※
金
額
は
、
三
十

一
万
五
千
円
×（
控
除
対
象
配
偶

者
・
扶
養
親
族
の
人
数
＋
一
）
＋

十
七
万
千
円
（
控
除
対
象
配
偶
者

か
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
だ
け
）

な
お
、
前
年
中
に
所
得
が
な
か

っ
た
場
合
で
も
、
国
民
健
康
保
険

料
の
軽
減
や
非
課
税
証
明
書
な
ど

の
交
付
の
際
に
資
料
と
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
か
た

�
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
）
の
場
合

�
前
年
中
の
給
与
収
入
金
額
が

二
千
万
円
を
超
え
る

�
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額

が
二
十
万
円
を
超
え
る

�
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

払
い
を
受
け
、
従
た
る
給
与
の
収

入
金
額
と
、
給
与
以
外
の
所
得
と

の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る

�
同
族
会
社
の
役
員
や
親
族
な

ど
で
、
そ
の
法
人
か
ら
貸
付
金
の

利
子
や
不
動
産
賃
借
料
な
ど
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る

�
年
の
途
中
の
退
職
な
ど
で
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い

�
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
場
合

前
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
・
そ
の
他
の
所
得
控
除
額

を
超
え
、
超
え
た
金
額
に
対
す
る

税
額
が
配
当
控
除
を
超
え
る

�
譲
渡
所
得
が
あ
る
場
合

前
年
中
に
、
土
地
（
借
地
権
を

含
む
）
・
建
物
な
ど
の
不
動
産
や

ゴ
ル
フ
会
員
権
等
の
資
産
を
売
却

し
た市

・
県
民
税
と
所
得
税

の
申
告
に
必
要
な
物

�
申
告
書
�
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
か
給
与
明
細
書
�
公
的
年

金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
�
帳
簿
や

必
要
経
費
の
領
収
書
な
ど
�
生
命

保
険
・
損
害
保
険
の
保
険
料
や
寄

付
金
の
控
除
証
明
書
�
医
療
費
の

領
収
書
や
介
護
費
用
の
証
明
書
�

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・
介

護
保
険
な
ど
の
保
険
料
の
領
収
書

�
所
得
税
が
還
付
に
な
る
場
合

は
、
本
人
名
義
の
振
込
先
金
融
機

関
の
口
座
番
号
	
印
鑑
※
�
〜
�

は
コ
ピ
ー
不
可

受
付
期
間
と
会
場

と
き

２
月
18
日
（
月
）
〜
３

月
15
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
※
郵
送
に
よ
る
提
出
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
市
・
県
民

税
は
〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏

市
役
所
市
民
税
課
、
所
得
税
は
〒

２
７
７
│
８
５
２
２
　
柏
税
務
署

へ
）と

こ
ろ

市
役
所
第
二
庁
舎
一

階
ロ
ビ
ー
・
市
の
出
張
受
付
会
場

（
別
表
参
照
）
・
柏
税
務
署

注
意

�
市
・
県
民
税
の
申
告

は
市
役
所
と
別
表
の
会
場
だ
け
で

受
け
付
け
ま
す
�
市
役
所
と
出
張

受
付
会
場
で
は
、
所
得
税
の
申
告

は
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
医
療
費
控
除
を

受
け
る
場
合
、
年
金
収
入
だ
け
の

場
合
な
ど
の
簡
単
な
申
告
に
つ
い

て
、
自
書
作
成
に
関
す
る
相
談
と

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
�
所
得
税

の
申
告
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
や

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
譲
渡

所
得
に
関
す
る
も
の
な
ど
は
、
柏

税
務
署
だ
け
で
受
け
付
け
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告
書

が
新
様
式
に

今
年
の
１
月
（
平
成
13
年
分
の

確
定
申
告
）
か
ら
所
得
税
の
確
定

申
告
書
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

申
告
書
の
新
様
式
は
、
最
寄
り

の
税
務
署
や
市
役
所
の
窓
口
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.nta.

go.jp

）
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

1

市
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
市

民
税
課
�
７
１
６
７
│
１
１
２
４

・
所
得
税
に
つ
い
て
は
柏
税
務
署

�
７
１
４
６
│
２
３
２
１
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市の人口
329,821人

123,913世帯

（14.2.1現在）

主な内容�＊�＊�

不用焼却炉を回収／離職
者支援資金を貸し付け�
�市営駐輪場・新規利用の
受け付け�

特集「かしわファミリー
・サポート・センター、
スタートから1年」�
�情報館（お知らせ、講座
・講演ほか）

�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�

�
Ｐ2�
　
Ｐ3�
�
　
Ｐ4�
～5�

�Ｐ6�
～7�
�
Ｐ8

�
…�
�
…�
��
�
…�

�
…�
�
�
…�

柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

�第1部 パネルディスカッション（午後1時～3時） 

都市農業の紹介、農産物・名産品などの直売、古代米でのもちつきなど�

女優。現在、那須高原の自
然の中で暮らし、農業にも
取り組んでいる。講演や執
筆業でも活躍中�

�パネリスト 
白石正彦氏（東京農業大学教授）�
高木美保氏（女優）�
中嶋好夫氏（げんきの郷・参与）�
白石好孝氏（風のがっこう主宰）�
�コーディネーター 
中垣黨繹氏（農業活性化コンサルタント）�

�第2部 意見交換会（午後3時半～4時半） 
4人のパネリストを囲んでの、小グループによる懇談会�

農政課 �7167─1143問�

と き  
と こ ろ  
定 員  
内 容  
費 用  
申し込み 
 

3月30日�午後1時～5時�
JA田中（大室1095）�
300人※イベントは参加自由�
シンポジウムとイベント�
無料�
はがきに「農シンポジウム希望」
と明記し、住所・氏名・年齢・
電話番号を書いて、〒277─8505
柏市役所農政課へ、3月5日�ま
でに郵送（当日消印有効）かフ
ァクス（7131─3238）・Ｅメー
ル（agri＠uni-zone.co.jp）で
※応募者多数の場合は抽選。イ
ベントへの参加は、当日、会場
へ直接�

高木美保氏  

“農”をテーマとしたシンポジウム�

■出張受付の日程・会場�

※各会場とも、車での来場はご遠慮を�

午前9時半
～正午�

午後1時�
～4時�

2月19日��松葉近隣センター�
20日��南部近隣センター�
21日��光ケ丘近隣センター�
22日��西原近隣センター�
25日��増尾近隣センター�
26日��藤心近隣センター�

会 場� 受付時間�日 程�

サ
ン
サ
ン
通
り
に
並
ぶ
客
待
ち

の
タ
ク
シ
ー
を
、
市
役
所
の
駐
車

場
に
移
動
す
る
実
験
を
、
３
月
の

日
曜
日
と
祝
日
に
行
い
ま
す
。

こ
の
実
験
は
、
混
雑
す
る
柏
駅

東
口
周
辺
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す

る
た
め
の
も
の
で
、

午
前
10
時
〜
午
後
６

時
の
客
待
ち
タ
ク
シ

ー
は
、
市
役
所
の
駐

車
場
で
待
機
し
、
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
向

か
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
実

験
中
は
、
市
役
所
の

第
二
駐
車
場
が
利
用

で
き
な
く
な
り
ま

す
。
図
書
館
本
館
・

教
育
福
祉
会
館
へ
お

越
し
の
か
た
は
、
第
三
・
第
十
駐

車
場
（
別
図
参
照
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

今
後
は
、
実
験
結
果
を
み
て
、

さ
ら
に
検
討
を
重
ね
本
格
的
に
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

1

都
市
計
画
課
�
７
１
６
７
│

１
１
４
４

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
の
受
け
付
け
が
、
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
皆
さ
ん
の
平
成
13
年
中
の
所
得
状
況
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
該
当

す
る
か
た
は
、
３
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き�

プ
ラ
ザ�

第1庁舎�第2庁舎�

第3駐車場�
第10駐車場�

第2駐車場�

教育福
祉会館� N

国
道
16
号�

市役所�
JR常磐線�

■第3・第10駐車場�

図書館図書館�図書館�

タクシーの待機所に

２
月
18
日
か
ら
受
け
付
け
を
開
始

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告3月の

日曜・
祝日

市役所の第2駐車場



ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
抑
制

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
良

好
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
制

定
さ
れ
た
「
柏
市
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
発
生
抑
制
条
例
」
が
、
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出

を
抑
制
す
る
こ
と
が
困
難
な
「
家

庭
用
焼
却
炉
」
は
、
使
用
を
で
き

る
だ
け
や
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
不
用
に
な
っ
た
家
庭

用
焼
却
炉
に
つ
い
て
は
次
の
方
法

で
無
料
回
収
し
ま
す
。
な
お
、
事

業
所
で
使
う
焼
却
炉
は
回
収
し
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回
収

対
象

重
さ
が
概
ね
三
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
未
満
の
金
属
製
の
物
※
焼

却
炉
に
用
い
た
ド
ラ
ム
缶
等
に
つ

い
て
も
同
様
に
回
収
し
ま
す

回
収
日

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ

ー
に
あ
る
資
源
品
の
回
収
日

回
収
期
間

３
月
中
に
で
き
る

だ
け
出
し
て
く
だ
さ
い
　

そ
の
他

�
ご
み
集
積
所
に
出

す
と
き
は
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な

い
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
�
焼

却
灰
は
焼
却
炉
か
ら
き
れ
い
に
取

り
除
き
、
水
を
含
ま
せ
て
少
し
ず

つ
生
ご
み
に
混
ぜ
て「
可
燃
ご
み
」

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

個
別
回
収
（
申
込
制
）

対
象

重
さ
が
概
ね
三
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
以
上
の
金
属
製
の
物
・
レ

ン
ガ
や
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
物

回
収
方
法

３
月
１
日
（
金
）

以
降
の
市
指
定
日
に
、
玄
関
先
・

道
路
に
面
し
た
車
庫
な
ど
に
出
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
午
後
３
時

ま
で
に
回
収
し
ま
す
　

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
焼
却

炉
の
材
質
・
焼
却
炉
の
寸
法
（
縦

広報� 平成１４年（２００２年）２月１５日 第１１６３号 �

〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
９
〜�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄
せ
ら

れ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ.

身
元
保
証
人
の
責
任
の
範
囲
は

甥
（
お
い
）
の
就
職
に
当
た
り
身
元

保
証
人
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。
よ
ち
よ
ち

歩
き
の
こ
ろ
か
ら
よ
く
遊
び
に
来
て
い

た
甥
の
こ
と
、
真
面
目
な
性
格
は
よ
く

分
か
っ
て
い
る
の
で
引
き
受
け
よ
う
と

思
い
ま
す
が
、
万
が
一
の
場
合
、
ど
の

よ
う
な
責
任
を
負
う
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ.

原
則
と
し
て
、
甥
が
就
職
先
に
対

し
て
与
え
た
損
害
を
す
べ
て
賠
償
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、「
身
元
保
証

ニ
関
ス
ル
法
律
」（
以
下
、
身
元
保
証

法
）
に
よ
り
、
責
任
が
緩
和
さ
れ
て
い

ま
す
。〈
広
報
広
聴
課
〉

身
元
保
証
契
約
は
、契
約
の
性
質
上
、

か
な
り
長
期
間
に
わ
た
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
発
生
す
る
損
害

が
不
確
定
で
あ
る
の
で
、
思
い
も
よ
ら

な
い
金
額
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
不
安
も

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
身
元
保
証
法
で
は
、
身
分

保
証
契
約
の
存
続
期
間
・
責
任
の
限
度

を
合
理
的
に
制
限
し
、
一
定
の
場
合
に

は
身
元
保
証
人
に
解
約
権
を
認
め
る
な

ど
し
て
、
身
元
保
証
人
の
責
任
を
緩
和

し
て
い
ま
す
。

▼
契
約
の
存
続
期
間

存
続
期
間
を

定
め
て
い
な
い
と
き
は
、
契
約
成
立
の

時
か
ら
原
則
三
年
間
。
存
続
期
間
の
定

め
が
あ
る
場
合
で
も
、
最
長
で
五
年
間

（
五
年
ご
と
の
更
新
は
可
）

▼
責
任
の
限
度

損
害
額
の
算
定
に

は
、
使
用
者
の
監
督
上
の
過
失
の
有
無

・
身
元
保
証
人
が
身
元
保
証
を
し
た
事

情
・
被
用
者
（
甥
）
の
仕
事
の
内
容
・

一
身
上
の
変
化
な
ど
一
切
の
事
情
を
考

慮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

▼
解
約
権

使
用
者
は
、
被
用
者
が

仕
事
を
休
み
が
ち
な
ど
の
不
誠
実
な
事

由
が
あ
っ
た
場
合
や
、
仕
事
の
内
容
・

役
職
・
勤
務
地
が
変
わ
り
従
前
の
よ
う

な
監
督
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
身
元
保
証
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
通
知
を

受
け
た
と
き
は
、
身
元
保
証
人
は
保
証

契
約
を
解
約
し
て
責
任
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す

3月3日�正午～午後4時�
市民文化会館大ホール�
幼児・新小学1年生と家族、先着
1,600人�
交通安全指導、それいけ！アンパ
ンマンショー、ウルトラマンタロ
ウの交通安全教室、白バイ・パト
カー体験乗車など�
無料�
当日、会場へ直接�
駐車場はありません�

交通施設課 �7167─1304問�

2月23日�午後1時半～4時半�
中央公民館�
先着150人�
千葉大学助教授・倉阪秀史氏によ
る講演「柏市環境基本条例を市民
みんなのものにするために」、中
原小学校エコクラブの活動発表、
パネルディスカッション「市民・
事業者・市が協働して環境共生の
まちづくり」�
無料�
当日、会場へ直接�

環境保全課 �7163─4422問� 問�クリーン推進課 �7167─1139

　ごみ減量・リサイクルに先進的に取り組むことのメリッ
トなどを市内事業所の事例発表などを通して紹介します。�

と 　 き �
と こ ろ �
定 員 �
内 容 �
�
�
�
�
�
�
費 　 用 �
申し込み�

2月25日�午後1時半～4時�
柏商工会議所（東上町）�
市内の事業者と市内在住のかた、先着250人�
エコマネジメント研究所・森下研氏による講演
「ごみの発生抑制、減量と事業者の役割及び効
果」、事例発表「生ごみのたい肥化」「紙ごみ
リサイクル」など�
無料�
クリーン推進課へ電話で�
車での来場はご遠慮ください�

交通安全フェア�

と 　 き �
と こ ろ �
対 象 �
�
内 容 �
�
�
�
費 　 用 �
申し込み�
注 意 �

と 　 き �
と こ ろ �
対 象 �
内 容 �
�
�
�
費 　 用 �
申し込み�
注 意 �

環境フォーラム�市民� 事業者�
市�

減
ら
さ
な
い
と
ね
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

家
庭
用
焼
却
炉
を
無
料
回
収

介
護
保
険
で
は
、
か
か
っ
た
費

用
の
一
割
の
自
己
負
担
額
で
各
種

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
住

宅
を
改
修
し
た
り
、
福
祉
用
具
を

購
入
し
た
り
し
た
場
合
に
は
、
一

度
、
か
か
っ
た
費
用
全
額
（
十
割
）

を
事
業
者
に
支
払
い
、
市
に
申
請

し
た
後
、
九
割
分
が
介
護
保
険
か

ら
支
払
わ
れ
ま
す
（
償
還
払
い
）。

償
還
払
い
は
、
申
請
書
を
提
出

し
て
か
ら
実
際
に
支
給
さ
れ
る
ま

で
に
約
二
〜
三
カ
月
か
か
り
、
そ

の
間
、
利
用
者
が
九
割
分
を
立
て

替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
介
護
保
険
か
ら
支
払

わ
れ
る
ま
で
の
一
時
的
な
自
己
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
一
時
立
て

替
え
分
（
九
割
分
）
の
費
用
を
無

利
子
で
事
前
に
お
貸
し
し
て
い
ま

す
。種

類
・
支
給
額

�
住
宅
改
修

費
（
同
じ
建
物
に
つ
い
て
二
十
万

円
を
限
度
）
＝
九
割
に
相
当
す
る

額
�
福
祉
用
具
購
入
費
（
同
じ
年

度
内
に
お
い
て
十
万
円
を
限
度
）

＝
九
割
に
相
当
す
る
額
�
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
＝
一
カ
月
間
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ
た
自
己
負

担
額
の
う
ち
、
上
限
額
を
超
え
た

額
※
上
限
額
は
所
得
に
応
じ
、
一

万
五
千
円
〜
三
万
七
千
二
百
円

対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
か
た
�
要
支
援
認
定
ま
た
は
要

介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
介
護

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
�
自

己
資
金
だ
け
で
は
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
へ
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
か
、
支
払
い
を
し
た
こ
と
に

よ
り
生
活
の
安
定
を
欠
く
と
認
め

ら
れ
る
�
以
前
貸
付
制
度
を
利
用

し
た
場
合
に
、
事
業
者
へ
の
支
払

い
が
既
に
済
ん
で
い
る

申
し
込
み

介
護
保
険
課
（
市

役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
で
配
布
し

て
い
る
住
宅
改
修
費
等
資
金
貸
付

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

介
護
保
険
課
へ
直
接

1

介
護
保
険
課
�
７
１
６
７
│

１
１
３
４

失
業
率
は
今
や
過
去
最
悪
の
五

・
六
％
。
一
家
の
大
黒
柱
が
突
然

失
業
す
る
と
、
生
活
に
与
え
る
影

響
は
深
刻
で
す
。

そ
こ
で
国
で
は
、
総
合
雇
用
対

策
の
一
環
と
し
て
失
業
に
よ
り
生

計
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯

に
対
し
、「
離
職
者
支
援
資
金
」

に
よ
る
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
失
業
者
世
帯
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
再
就
職

ま
で
の
間
の
生
活
資
金
を
お
貸
し

す
る
も
の
で
す
。

対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
世
帯
�
生
計
中
心
者
の
失
業
に

よ
り
生
計
の
維
持
が
困
難
と
な
っ

た
�
生
計
中
心
者
が
現
に
仕
事
を

持
た
な
い
が
就
労
で
き
る
状
態

で
、
求
職
活
動
な
ど
仕
事
に
就
く

努
力
を
し
て
い
る
�
生
計
中
心
者

が
就
労
す
る
こ
と
に
よ
り
世
帯
の

自
立
が
見
込
め
る
�
生
計
中
心
者

が
離
職
の
日
か
ら
二
年
（
特
別
な

場
合
は
三
年
）
以
内
�
生
計
中
心

者
が
雇
用
保
険
の
求
職
者
給
付
を

受
給
中
で
な
い
�
生
計
中
心
者
が

同
一
市
区
町
村
に
六
カ
月
以
上

（
単
身
者
は
一
年
以
上
）
住
ん
で

い
て
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る

貸
付
期
間

貸
付
希
望
日
か
ら

十
二
カ
月
以
内

限
度
額

月
額
二
十
万
円
以
内

（
単
身
世
帯
は
十
万
円
以
内
）

利
率

年
三
％

貸
付
金
の
償
還

貸
付
期
間
終

了
後
六
カ
月
間
は
据
置
期
間
（
無

利
子
）
で
据
置
期
間
経
過
後
五
年

以
内
で
償
還
（
月
賦
償
還
）

連
帯
保
証
人

原
則
と
し
て
二

人
の
連
帯
保
証
人
が
必
要

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
柏

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
７

１
６
３
│
９
０
０
１
　

市
で
は
、
学
習
活
動
を
行
っ
て

い
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
、
無
償

で
指
導
や
助
言
等
を
行
う
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
の
知
識
と
経
験
を
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た
で
、
知
識
や
特
技
・
生

活
の
知
恵
を
お
持
ち
の
か
た
や
各

種
生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
か
た

申
し
込
み

生
涯
学
習
推
進

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
四
階
）
で

配
布
し
て
い
る
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
２
月
28
日

（
木
）
ま
で
に
生
涯
学
習
推
進
課

へ
直
接
※
申
込
書
は
電
話
請
求
も

可
説
明
会

３
月
８
日
（
金
）
午

後
２
時
〜
３
時
半
、
講
堂
（
市
役

所
第
一
庁
舎
四
階
）
で
※
登
録
に

は
、
説
明
会
の
受
講
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ

い1

生
涯
学
習
推
進
課
�
７
１
６

７
│
１
４
９
２

・
横
・
高
さ
）
・
排
出
場
所
と
返

信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２

７
７
―
８
５
０
５
　
柏
市
役
所
環

境
保
全
課
へ
、
３
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
後
日
、

回
収
日
等
を
返
信
は
が
き
で
通
知

し
ま
す

そ
の
他

�
留
守
で
も
回
収
し

ま
す
の
で
、
回
収
日
の
指
定
は
で

き
ま
せ
ん
�
回
収
す
る
焼
却
炉
に

返
信
は
が
き
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
�
焼
却
炉
の
中
は
清
掃
を
し

て
、
灰
な
ど
の
残
り
か
す
が
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

1

環
境
保
全
課
�
７
１
６
３
│

４
４
２
２
　
　

国
の
離
職
者
支
援
資
金

住
宅
改
修
費
等
の
貸
し
付
け

上
手
に
借
り
て
快
適
介
護

特
技
を
生
か
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

家
庭
用
焼
却
炉
の
使
用
は
で
き
る
だ
け
や
め
て
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4月から市営駐輪場を新たに利用するかたの申し込みを3月4日�から受け付けます。
申し込みを受け付ける駐輪場・受付開始日・受付場所などは、別表1・別図1～7のとお
りです。定員になり次第締め切りますので、登録手数料（別表2）と高校生以下のかた
は年齢が確認できる身分証明書か保険証などを用意して、登録手続きをしてください。
なお、既に抽選で利用者が決定している「柏駅東口第1・第2・第5 、北柏駅南口第
3」は、今回新規の登録はできません。

今年の2月28日�までに市営駐輪場の登録をしたかたへは、3月12日�に申請結果通
知書（納付書）を郵送します。通知書がお手元に届いたら、3月29日�までに指定の金
融機関で登録手数料（別表2）を納めてください。4月1日�以降は金融機関で納付する
ことができません。交通施設課で納付していただくようになります。3月19日�までに
通知書が届かない場合は、交通施設課へご連絡ください。
また、既に抽選で「柏駅東口第1・第2・第5、北柏駅南口第3」駐輪場の利用が当選
したかたへも、3月12日�に申請結果通知書（納付書）を郵送しますので、継続利用の
かたと同様に登録手数料を納めてください。
手数料を納めた後、3月18日�～4月8日�に、別表3の指定駐輪場へ領収書を持って
ステッカー（登録証）の交付を受けてください（日曜日、祝日を除く）。4月9日�以降
は、交通施設課（市役所第1庁舎2階）で交付します。
なお、4月以降の登録を取り消したいかたは、登録手数料を納めないで、申請結果通
知書を破棄してください。

交通施設課�7167─1304問

◎4月からの新規利用を希望するかたへ

◎継続利用を希望するかた・抽選で当選したかたへ

市営駐輪場の申し込み

■表1　新規に受け付ける駐輪場�

◎番号に※印がついた駐輪場は自転車専用です。原動機付き自転�
車は駐車できません�
◎柏駅西口第1駐輪場は、午前6時～午後11時の利用となります�
◎柏駅西口第2・第3の新規登録は若干名となります�

 ※� 柏駅西口第1�
 ※� 　　〃　第2 
 　� 　　〃　第3�
 　� 　　〃　第4�
 　� 　　〃　第5�
 　� 　　〃　第6�
 　� 　　〃　第7�
 ※� 　　〃　第8�
 ※	 　　〃　第9�
 　
 柏駅東口第3�
 　� 　　〃　第4�
 　� 　　〃　第6�
 　 南柏駅東口第1�
 ※� 　　〃　　第2�
 　� 　　〃　　第3�
 ※� 　　〃　　仮設�
 　� 南柏駅西口第1 
 　� 北柏駅南口�
 　� 　　〃　　第2�
 　� 北柏駅北口�
 ※� 　　〃　　第2�
 　� 豊四季駅�
 ※� 新柏駅第1�
 　� 　〃　第2�
 　� 　〃　第3�
 　� 増尾駅東口第1�
 　� 　　〃　　第3�
 ※� 増尾駅西口第1�
 　� 　　〃　　第2�
 　� 逆井駅第1�
 　� 　〃　第2

3月�
4日�から�

5日�から�

6日�から�

市役所第2庁舎�
1階ロビー�
�
土・日曜日、祝
日を除く�
毎日午前9時～
午後4時半�
�
※3月8日�以
降は、交通施
設課（市役所
第1庁舎2階）
へ�

柏　駅�

南柏駅�

北柏駅�

豊四季駅�

新柏駅�

増尾駅�

逆井駅�

駅　名� 番号� 駐輪場名� 受付開始日�受付場所・時間�

�■表2　登録手数料�

利用者� 自転車�原動機付き�自転車�

柏市・松戸市・我孫子
市・流山市・野田市・沼
南町に住んでいるかた�

上記以外のかた�

一　般�

一　般�

7,200円�
14,400円�

28,800円�

3,600円�

14,400円�

7,200円�

高校生以下�

高校生以下�

※1台の年間（4月～翌年3月）手数料。登録できる原動機付�
き自転車は総排気量50cc以下のものです�

■表3　ステッカー（登録証）の交付�
駅　名� 登録する駐輪場� 交付場所� 交付時間�

柏　駅�

南柏駅�

北柏駅�

豊四季駅�

新柏駅�

増尾駅�

逆井駅�

東口第1 東口第1�

東口第2・第4・第5 東口第2 �

東口第3・第6 東口第3�

西口第1・第3・第5・ 
西口第1

�

第7・第9�

西口第2・第4・第6・ 
西口第2

�

第8�

東口第1・第3・仮設 東口第1�

西口第1・東口第2 西口第1�

南口・南口第2・第3 南口第3�

北口・北口第2 北口�

豊四季駅 豊四季�

第1・第2・第3 第2�

東口第1・第3 東口第1�

西口第1・第2 西口第2�

第1・第2 第1

3月18日��
　　～30日��
午前6時�
　～午後8時�

午前6時�
    ～午後6時�

4月1日��
　　～8日��

※日曜日、祝�
　日を除く�

※駐輪場では現金の取り扱いはできません。あらかじめ登�
録手数料を銀行で振り込み、領収書をお持ちください�

�

●�

�� ●�

��
��

●�
●�

●�
��

●�
●�

��

●�

●�

��
��

��
	�


��� ��

�
��

��
��

��

��

��

��

��

��

��

��
交番交番�

北柏自転車保管所北柏自転車保管所�

豊四季駅豊四季駅�

東武野田線東武野田線�

至初石至初石� 至柏至柏�
新柏自転車新柏自転車�
　保管所　保管所�

社会福祉社会福祉�
センターセンター�

至
柏
至
柏
�

新
柏
駅

新
柏
駅
�

東
武
野
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至我孫子�
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ステーションモールステーションモール�
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柏
�
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柏
駅
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東
武
野
田
線
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増
尾
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至
新
柏
�

増
尾
駅
�

東
武
野
田
線
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至
逆
井
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東急ストアー�
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増
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逆
井
駅
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東
武
野
田
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マツモトキヨシ�

スーパー�
マツモトキヨシ�
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至
柏
�

至松
戸�

南柏駅前�
郵便局�

交番�

北柏駅�
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�

至我孫子�
柏一小�

柏�島屋�

ステーションモール�

スカイ�
　プラザ柏�

ファミリかしわ�
柏駅�

東武野田線�至松戸�

至我孫子�

国道６号�

柏そごう�
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豊四季駅�

北柏自転車保管所�

新柏自転車�
　保管所�

東口仮設�

■図1　柏駅周辺� ■図3　北柏駅周辺�■図2　南柏駅周辺�

■図7　逆井駅周辺�■図6　増尾駅周辺�■図5　新柏駅周辺�■図4　豊四季駅周辺�
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駐 輪 場 マ ッ プ �

51�
53�
55�
57�
59

講座番号� 日　程�

対　象
内　容
　�
費　用
申し込み
　�
�
�
�
�
�
その他
　�

パソコン初心者で20歳以上のかた�
パソコンの基本操作、インターネット体験、電子メールの
送受信、はがきの作成など�
無料�
往復はがきの往信用通信面に 第3希望までの講座番号・開
催日時!受講希望者の住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別・
職業・電話番号
ＩＴ講習会を既に受講しているかたは「再
受講」と明記し、返信面のあて先を書いて（返信用の通信
面には何も記入しないでください）、〒271－0092松戸市松戸
1306鈴木ビル3階　ケンＯＡスクールへ、2月21日�までに
郵送で（必着）※応募は1人1通。応募者多数の場合は抽選�
 市内在住のかたを優先します�
!会場には駐車場はありません�

聴覚障害のかたで手話通訳・要約筆記を希望する場合は、�
その旨をはがきに記入してください�

　 応 募 方 法 �

3月 1 日�・ 5日�・ 8日�・12日��
3月 4日�・ 7日�・11日�・14日��
3月15日�・19日�・22日�・26日��
3月18日�・21日�・25日�・28日��
3月 6日�・13日�・20日�・27日��

（旭町1丁目1─2カシワサトウビル5階）�
ケンＯＡスクール�

52�
54�
56�
58�
60

3月 1 日�・ 5日�・ 8日�・12日��
3月 4日�・ 7日�・11日�・14日��
3月15日�・19日�・22日�・26日��
3月18日�・21日�・25日�・28日��
3月 6日�・13日�・20日�・27日��

61�
62

3月 5 日�・ 8日�・12日�・15日��
3月13日�・18日�・20日�・25日��

講座番号� 日　程�

63�
64�
65

3月 2 日�・ 9日��
3月16日�・23日��
3月10日�・17日��

講座番号� 日　程�

講座番号� 日　程�

午前4日間コース（午前10時～午後1時）�

午後4日間コース（午後2時～5時）�

夜間4日間コース（午後6時～9時）�

土日2日間コース（午前10時～午後5時）�

各講座25人�

　ＩＴ講習会を受講して「パソコンが面白くなって
きた」「しゃれたあいさつ状を出してみたい」なん
ていうかたもいるはず。その向上心を無駄にしては
もったいない！ 今回はステップアップの講座を用
意しました。費用もかからないので、お気軽にどう
ぞ。もちろん、パソコン経験のないかたもＯＫです。�

会場�

定員�

地域ＩＴ推進室 �7167─1117（企画調整課内）�
ケンＯＡスクール �047─308─5747

問�

新規利用は3月4日から受け付け�新規利用は3月4日から受け付け�



センター�

・仕事をしている間、預かってほしい�
・幼稚園や小学校の開始前や終了後に子どもが1人になっちゃう�
・保育園の送迎に間に合わない�
・病気で育児ができない�
・資格を取るために学校へ行きたい�
・習い事をして、リフレッシュする時間が欲しい�
・出産後間もないので、上の子の保育園の送迎ができない�

などなど、困ったら、まずはご相談ください！�

※登録料は提供会員・利用会員とも年額1,200円 
※提供会員・利用会員とも、援助活動中の万一の事故に備え、
ファミリー・サポート・センター補償保険に一括して加
入します（保険料はセンターが負担） 

　ファミリー・サポート・センターの事業は、「提供会員」が「利用会員」の育
児を援助する、市民同士が助け合うシステム。両会員ともセンターに会員登録し、
利用会員は提供会員に報酬を支払います。 

市内在住で�
自宅で子どもを�
預かれるかた�

市内在住か在勤で�
生後6カ月～9歳の�
子どもがいるかた�

●会員登録�
●利用申し込み�

援助時間は午前6時～午後10時。1回につ
き最低1時間で、その後は30分単位で延長 

●援助活動�

�月～金曜日午前7時～午後8時…1時間700円 
�上記以外の時間帯、土・日曜日など…1時間800円 
交通費・飲食代・おむつ代などは実費 
同一世帯の子どもの場合は、2人目から半額 （� ）�

●報酬の支払い�

●会員登録�
●報告書の提出� アドバイザー�

提供会員� 利用会員�

●提供会員�
の紹介�

●援助依頼�

こんなとき�
利用して�
ください�

�

会員の紹介・連絡調整など�

広報�� 第１１６３号 平成１４年（２００２年）２月１５日 広報� 平成１４年（２００２年）２月１５日 第１１６３号 �

◆事業の開始から、先月で一年が経過したファミリー・サポート・セ
ンター。会員数も着実に増え続け、提供会員167人、利用会員は295
人、合計462人となっています（平成14年1月現在）�

◆援助件数は、延べ4,262件。月平均355件となっています（平成13
年1月～12月）�

◆利用会員の子どもの年齢別割合・提供会員の年齢別割合・援助の主
な内容は、別掲グラフのとおりです（平成14年1月現在）�

ファミリー・サポート、この1年�

〈子どもの年齢〉�〈提供会員の年齢構成〉�〈利用している援助の内容〉�

30代 
23％ 
30代 
23％ 

40代 
25％ 
40代 
25％ 

50代 
29％ 
50代 
29％ 

その他その他 
1％ 
その他 
1％ 

0～2歳 
42％ 
0～2歳 
42％ 

3～5歳 
34％ 
3～5歳 
34％ 

6～9歳 
24％ 
6～9歳 
24％ 

60代 
22％ 
60代 
22％ 保育園・幼稚園保育園・幼稚園

の送迎と預かりの送迎と預かり 
1,698件（40％）％） 

保育園・幼稚園保育園・幼稚園
の送迎の送迎 
724件（17％）％） 

小学生の小学生の 
送迎と預かり送迎と預かり 
785件（18％）％） 

小学生の送迎小学生の送迎 
336件（8％）％） 

家庭保育児の家庭保育児の 
預かり預かり 
484件（13％）％） 

その他その他 
185件（4％）％） 

保育園・幼稚園
の送迎と預かり 
1,698件（40％） 

保育園・幼稚園
の送迎 
724件（17％） 

小学生の 
送迎と預かり 
785件（18％） 

小学生の送迎 
336件（8％） 

家庭保育児の 
預かり 
534件（13％） 

その他 
185件（4％） 

数字で
見る�

子
育
て
は
家
庭
で
行
う
も
の
だ
け
ど
…

本
来
、
子
育
て
は
家
庭
が
中
心
と
な

っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
し
か

し
、
今
ま
で
子
育
て
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
き
た
女
性
が
社
会
へ
出
て
い

く
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
核
家
族
化
や

近
所
付
き
合
い
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
隣
近
所
で
助
け

合
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
難
し

い
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

核
家
族
が
８
割
も

市
で
は
、
平
成
10
年
に
、
小
学
三
年

生
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
に
、

子
育
て
に
対
す
る
意
識
や
子
育
て
支
援

に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態
調
査
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
親
子
三
世
代
が
同
居
し

て
い
る
家
庭
は
一
割
台
で
、
家
族
数
が

三
人
ま
た
は
四
人
と
い
う
核
家
族
が
八

割
を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
約
七
割
の

家
庭
は
、
近
く
に
親
族
が
い
な
い
家
庭

で
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
子
ど
も
を
保

育
所
に
通
わ
せ
て
い
る
か
た
か
ら
は
、

保
育
所
の
終
了
時
刻
を
午
後
８
時
ぐ
ら

い
ま
で
延
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

や
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
て
も
急
に

休
暇
を
と
れ
ず
困
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
回
答
が
相
当
数
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
で
保
育
を
し
て
い
る
保

護
者
の
場
合
で
も
、
急
な
外
出
や
病
気

な
ど
で
子
ど
も
の
面
倒
を
み
ら
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
た
が
半
数
近
く

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
や
む
な
く
、
同

居
し
て
い
な
い
親
族
や
近
所
の
人
、
ま

た
は
保
育
所
な
ど
に
育
児
を
頼
む
な

ど
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る

と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
の
に
大
変
苦
労
し

て
い
る
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。

市
民
同
士
で
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

市
で
は
、こ
う
し
た
現
状
を
解
決
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
仕
事
と
育

児
の
両
立
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、
地
域
の
住
民
が
お
互
い
に
子
育
て

を
支
え
合
う
「
か
し
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

問

こう き

子育て中のお父さんやお母さんを応援するため、昨年1月に市民同士が子育て

を助け合う「かしわファミリー・サポート・センター」事業がスタートして1年。

会員数も着実に伸び、現在、462人のかたが登録をしています。仕事や介護はも

ちろん、勉強やリフレッシュのためなど、利用の理由は人それぞれ。今回は、

現在、雑誌のライターを目指して専門学校へ通いながら子育てをしている松丸

さんと、松丸さんの育児をお手伝いしている松崎さんにお話を伺いました。

安全で質の高いサービスを

こ
の
制
度
を
立
ち
上
げ
た
と

き
、
援
助
を
受
け
た
い
か
た
が

多
い
こ
と
は
予
想
で
き
ま
し
た

が
、
手
助
け
を
す
る
提
供
会
員

に
た
く
さ
ん
の
登
録
を
い
た
だ

い
た
こ
と
は
予
想
外
で
し
た
。

こ
の
一
年
間
は
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の

事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
、
子
育
て
を
手

助
け
す
る
提
供
会
員
の
か
た
に

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
標
に
し
て
き
ま
し

た
。日

ご
ろ
、「
急
な
残
業
の
と

き
」「
保
護
者
の
具
合
が
悪
い

と
き
」
な
ど
、
利
用
会
員
の
急

な
援
助
の
依
頼
に
も
快
く
応
じ

て
く
だ
さ
る
提
供
会
員
の
か
た

に
は
感
謝
の
言
葉
が
見
つ
か
ら

な
い
く
ら
い
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
心
し
て

お
子
さ
ん
を
預
け
て
い
た
だ
く

た
め
、
提
供
会
員
の
か
た
を
対

象
に
、
育
児
の
ポ
イ
ン
ト
や
子

ど
も
の
安
全
と
健
康
な
ど
、
援

助
に
必
要
な
基
本
的
な
知
識
を

身
に
付
け
て
い
た
だ
く
「
基
礎

研
修
会
」
を
行
っ
た
り
、
小
児

科
の
先
生
や
小
学
校
の
校
長
先

生
な
ど
を
招
い
て
講
演
会
を
開

い
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
一
月
に
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
事
故
や
け

が
が
一
件
も
な
か
っ
た
こ
と

は
、
提
供
会
員
の
か
た
の
心
構

え
の
表
れ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
年
を
通
じ
て
い
く

つ
か
の
問
題
点
も
見
え
て
き
ま

し
た
。

例
え
ば
、
研
修
会
や
通
信
紙

な
ど
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
、

事
業
の
現
状
や
問
題
点
、
悩
み

の
解
決
方
法
な
ど
、
援
助
活
動

に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
そ
れ
が
一
部

の
か
た
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
具
合
の

悪
い
子
ど
も
を
預
か
る
基
準
が

明
確
で
な
い
た
め
「
預
か
り
」

を
断
れ
ず
、
三
十
八
度
の
熱
が

あ
る
子
ど
も
を
預
か
っ
て
、
提

供
会
員
の
か
た
が
大
変
な
思
い

を
し
た
こ
と
、
な
ど
で
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
の
研
修
会
の
中

で
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
事
例
研

究
会
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
よ

り
効
果
的
な
情
報
の
提
供
方
法

を
検
討
し
た
り
、「
軽
度
の
病

気
」
に
つ
い
て
の
明
確
な
基
準

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
核
家
族
が

増
え
、
都
市
化
に
伴
っ
て
地
域

の
連
帯
感
が
希
薄
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
中
で
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育

て
ら
れ
る
環
境
を
、
私
た
ち
み

ん
な
で
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と

で
、
人
と
人
と
の
交
流
が
生
ま

れ
、
助
け
合
い
の
輪
が
広
ま
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
以
上

に
会
員
の
か
た
た
ち
の
「
声
」

に
耳
を
傾
け
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
援
助
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
そ
し
て
安
全
で
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
心
を
砕
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ファミリー・サポート・センター
チーフアドバイザー

宮本　雪子

提供会員の松崎浦子さんは、センターの開設当初

からのメンバー。現在も、夫の孝さんと一緒に子育

てを大いに楽しんでいます。今日は、毎週松崎さん

に長男の虹希ちゃん（2歳）を預けている利用会員

の松丸さんが松崎さん宅に遊びに来ました。

なぜ提供会員になろうと思いま
したか。また、不安はありませ
んでしたか

松崎浦子さん　子どもが大好きで、

自宅で保育ができるというのですぐに

会員になりました。子育ての経験から

特に不安はありませんでしたが、やは

り小さなお子さんをお預かりするの

で、けがや病気、誤飲などの事故には

一番気をつけています。

松崎孝さん 若いころは仕事に追わ

れて自分の子どもと遊んであげられな

かったんで、虹希ちゃんは我が子のよ

うにかわいいんですよ。

子どもと過ごすとき、意識して
いることはありますか

浦子さん 子どもがおとなしくして

いるからと、お母さんが用意してきた

子どもの好きなビデオを見せてお迎え

を待つというようなことは、絶対にし

ないようにしています。ただ預かると

いうのではなくて、やっぱり、一人の

子どもを育てているという自覚があり

ますからね。私は虹希ちゃん以外にも、

お子さんをお預かりすることもありま

すが、いつも、今度子どもが来たら何

をして遊んであげようかな、と考えて

います。

提供会員になって良かったなと
思うことはありますか

浦子さん いろいろな子どもたちか

ら「パワー」をもらえることですね。

子どもたちと接していると、小さな子

がお化粧のまねをしたり、急にはしが

使えるようになったりと、びっくりす

るような行動をとることがあるんです

よ。日常生活

の中で、意外な発見や驚きがあると、

精神的にも肉体的にも刺激を受けて、

元気になりますね。夫も虹希ちゃんが

来るのを毎回楽しみにしているんで

す。

松崎孝さん　妻と虹希ちゃんと三人

でよく近くの公園に遊びに行くんで

す。でも、たまにうちに来られない日

があったりすると、今日はどうしたの

かな、と気になって落ち着かないんで

すよ（笑）。

浦子さん　虹希ちゃんは男の子なの

で、男の人と遊ぶほうが楽しいみたい

です。私より夫とよく遊んでいますね。

松丸光子さん　うちでもそうなんで

すよ。パパがいるときは私のところに

は来ないんですよねえ。

孝さん　やんちゃ坊主だからな。ま

あ、自分も将来孫ができたときの予行

練習のつもりで一緒に遊んでるんです

よ（笑）。

利用会員の松丸さんは、育児雑誌の

ライターになるため週一回、東京の専

門学校に通っています。その日は夕方

の５時から夜の10時まで虹希ちゃんを

預けています。

松丸さんはセンターの事業を何
で知りましたか

光子さん 専門学校に通いたいなと

思っていたころの話なんですけど、夫

は東京に勤めていて帰りが遅く、育児

は時間的に難しいですし、親も横浜に

いるので、気軽に育児を頼むことはで

きなくて困っていたんです。そんなと

き「広報かしわ」でファミリー・サポ

ート・センターの記事を見て、一般の

家庭で子どもをみていただけることを

知って「これだ！」と思い、すぐに会

員になったんですよ。私の近くにも、

実家のお店のお手伝いが忙しくて、育

児がままならない友だちがいたので、

さっそく教えてあげました。

他人に子どもを預けることに不
安はありませんでしたか

光子さん 初めに松崎さんにお会い

して打ち合わせをしたときに人柄も分

かりましたし、家庭で一人だけをみて

いただけるので、心配はしませんでし

た。今も安心して学校へ行っています。

また、私自身も松崎さんにいろいろと

話し相手になってもらっていますし、

松崎さんと知り合いになれて、自分自

身の付き合いの輪も広がり、とても良

かったなと思っています。もしこの制

度がなかったら、私、学校に行けなか

ったでしょうね。育児で家にこもりっ

きりではなくて、趣味を身に付けて自

分を高めたり、夢を追って新しく何か

を始めたりしたい人は利用させていた

だいたらいいと思います。

以前からの夢が叶い、4月から育児

雑誌のライターとして本格的に仕事を

始めることになった松丸さん。仕事を

始めたら、保育園とファミ・サポの両

方にお世話になる予定とのことです。

光子さん 「保育園に行くようにな

ると、子どもと一緒にいられる時間が

少なくなるので、私のほうが寂しくな

ってしまうかもしれ

ませんね…」と複雑

な胸の内もちらり。

自分の家庭だけで

は体験できない多

くのことを松崎

さんから学び、

子ども、そして

自分自身にとっ

てとてもプラスに

なっていると語る松

丸さん。

松崎さんと松丸さ

んのお互いの信頼関係

がひしひしと伝わって

くる一日でした。

か
し
わ
フ
ァ
ミ
リ

ー・
サポ
ート・センターのシ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク

かしわファミリー・サポート・センター
（柏市社会福祉協議会内）�7162─0330

スタートから1年�
かしわファミリー・サポート・センター　特集�



柏
都
市
計
画
道
路
の
事

業
認
可
関
係
図
書
を
縦

覧
中

と
き

平
成
18
年
３
月
31
日
ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

と
こ
ろ

再
開
発
課
（
柏
一
丁

目
五
│
一
八
）

内
容

�
柏
都
市
計
画
道
路

七
・
五
・
三
号
元
町
通
り
線
�
柏

都
市
計
画
道
路
七
・
六
・
四
号
中

通
り
線
の
事
業
計
画
区
域
と
設
計

の
概
要

1

再
開
発
課
�
７
１
６
７
│
５

０
８
０

蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館

市
立
図
書
館
の
西
原
・
根
戸
・

光
ケ
丘
の
各
分
館
は
、
蔵
書
点
検

の
た
め
、
３
月
４
日
（
月
）
〜
14

日
（
木
）
の
間
、
休
館
し
ま
す
。

1

図
書
館
西
原
分
館
�
７
１
５

２
│
９
８
９
８
・
根
戸
分
館
�
７

１
３
１
│
６
０
５
３
・
光
ケ
丘
分

館
�
７
１
７
５
│
３
７
４
６

固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧

平
成
14
年
度
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
の
台
帳
は
、
今
年
度
に
納
め

て
い
た
だ
く
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
も
と
に
な
る
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
の
価
格
や
課
税
標

準
額
等
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
13
年
に
市
街
化
区

域
に
編
入
さ
れ
た
地
域
の
土
地
や

家
屋
の
所
有
者
に
は
、
新
た
に
都

市
計
画
税
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
価
格
に
つ
い
て
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
３
月
１
日
か
ら
、

納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日

以
後
三
十
日
以
内
の
期
間
で
あ
れ

ば
、
柏
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
に
審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
き

３
月
１
日
（
金
）
〜
20

日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

資
産
税
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
二
階
）

対
象

固
定
資
産
の
所
有
者
・

納
税
管
理
人
・
所
有
者
か
ら
の
委

任
状
を
お
持
ち
の
か
た

用
意
す
る
物

印
鑑
、
運
転
免

許
証
・
保
険
証
な
ど
の
身
分
を
確

認
で
き
る
物

1

資
産
税
課
�
７
１
６
７
│
１

１
２
５

増
尾
城
址
総
合
公
園
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
の

申
込
方
法
な
ど
が
変
更

増
尾
城
址
（
し
）
総
合
公
園
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
の
利
用
時
間

と
申
込
方
法
が
、
４
月
１
日
利
用

分
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
電
話
で
も

申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま

す
。利

用
期
間

年
末
年
始
を
除
く

毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
最

長
六
時
間
ま
で
）

区
画
数

十
区
画
（
一
区
画
に

十
人
程
度
利
用
可
能
）

費
用

無
料

申
し
込
み

利
用
日
の
一
カ
月

前
か
ら
利
用
前
日
ま
で
の
正
午
〜

午
後
４
時
に
、
増
尾
城
址
総
合
公

園
管
理
事
務
所
へ
電
話
か
直
接
※

先
着
順
で
受
け
付
け
。
利
用
日
当

日
は
、
増
尾
城
址
総
合
公
園
管
理

事
務
所
（
�
７
１
６
６
│
６
７
０

１
）
に
予
約
の
確
認
を
し
て
か
ら

ご
利
用
を

注
意

�
利
用
で
き
る
施
設

は
、
野
外
卓
だ
け
で
す
。
食
材
や

道
具
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い

�
未
成
年
者
だ
け
で
の
利
用
は
不

可
�
直
火
は
不
可

1

公
園
緑
政
課
�
７
１
６
７
│

１
１
４
８

市
民
コ
ン
サ
ー
ト
の
ソ

リ
ス
ト
を
募
集

12
月
８
日
（
日
）
に
市
民
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
市

民
コ
ン
サ
ー
ト
の
ソ
リ
ス
ト
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
声
部

ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル

ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
リ
ト
ン

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

４
月
19
日

（
金
）
午
後
７
時
か
ら
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
で

申
し
込
み

柏
市
民
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会
へ
電
話
（
７
１
３

９
│
３
１
４
２
）
で

1

文
化
課
�
７
１
６
７
│
１
４

９
４「

さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
か

し
わ
講
演
会
」
の
日
程

の
変
更
に
つ
い
て

本
紙
２
月
１
日
号
で
掲
載
し
た

「
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
か
し
わ
講
演

会
」
は
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

と
き

３
月
24
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

定
員

百
五
十
人

講
師

プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ

ー
・
吉
田
友
佳
氏

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
か
し
わ
講
演

会
希
望
」
と
明
記
し
、
郵
便
番
号

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を

書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５

柏
市
役
所
市
民
活
動
推
進
課
へ
、

２
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

そ
の
他

講
演
会
に
先
立
ち
、

さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
優
良
実
践
団
体

の
表
彰
式
が
あ
り
ま
す

1
市
民
活
動
推
進
課
�
７
１
６

７
│
１
１
２
６

県
立
養
護
学
校
流
山
高

等
学
園
・
柏
駅
前
販
売

会と
き

２
月
21
日
（
木
）
・
22

日
（
金
）
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

柏
そ
ご
う
プ
ラ
ザ
館

内
容

生
徒
が
職
業
実
習
で
作

っ
た
縫
製
品
、
手
織
製
品
、
染
め

物
、
陶
磁
器
な
ど
の
販
売

1

県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学

園
�
７
１
４
８
│
０
２
０
０

郵
便
局
の
柏
駅
西
口
暮

ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談

郵
便
局
で
は
暮
ら
し
の
相
談
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
無
料
で
介
護
相

談
、
年
金
相
談
、
税
務
相
談
、
法

律
相
談
、
貯
蓄
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
柏
駅
西
口
く
ら

し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

1

柏
駅
西
口
く
ら
し
の
相
談
セ

ン
タ
ー
�
７
１
４
６
│
５
２
１
１

広報� 第１１６３号 �

小
原
流
千
葉
北
支
部
地
区
花
展

「
私
の
好
き
な
花
」

２
／
23
・

24
の
９
時
半
か
ら
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。無
料
。

川
津
�
７
１
４
３
│
４
１
０
６

ロ
ー
ジ
ィ
キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展

２
／
28

〜
３
／
３
の
10
時
〜
20
時
（
３
日

は
16
時
ま
で
）、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

宮
内
�
７
１
６
３
│
９
２
９
２

味
噌
造
り
講
習
会

２
／
24
の

13
時
〜
15
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。

三
百
円
。
佐
々
木
�
７
１
６
６
│

７
０
３
７
　

Ｉ
Ｔ
Ｃ
サ
ン
デ
ー
ク
ラ
ブ
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

２
／
17

の
13
時
半
〜
15
時
半
、勤
労
会
館
。

無
料
。
小
菅
�
７
１
４
０
│
１
８

１
７ハ

ン
グ
ル
語
一
日
体
験
講
習
会

２
／
23
の
14
時
〜
15
時
と
２
／
27

の
19
時
〜
20
時
、
柏
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
。
一
回
千
五
百
円
。
山

本
�
７
１
４
４
│
１
４
２
７

社
交
ダ
ン
ス
「
エ
ル
フ
の
会
」

月
四
回
�
10
時
、
中
公
・
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
多
少
踊
れ
る
か
た
。2

千

円
、3

三
千
円
。
小
田
�
７
１
６

９
│
０
４
９
１
（
17
時
以
降
）

日
本
画
「
月
影
会
」

第
二
・

四
�
13
時
、
藤
心
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。3

四
千
円
。
白
石
�
７
１

７
２
│
２
６
３
５

男
の
料
理
研
究
室

第
一
�
９

時
半
、
増
尾
近
セ
。
五
十
五
歳
以

上
の
男
性
。2

千
円
、3

二
千
円
。

佐
々
木
�
７
１
３
９
│
５
１
８
８

書
道
と
ペ
ン
習
字

第
一
・
三

�
10
時
、
根
戸
近
セ
。
初
心
者
歓

迎
。2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。

西
田
�
７
１
３
３
│
０
５
５
８

シ
ル
バ
ー
書
道

第
一
�
15

時
、
県
民
プ
ラ
ザ
。
七
十
五
歳
以

上
。
無
料
。
久
保
田
�
７
１
３
１

│
０
４
６
１

社
交
ダ
ン
ス
「
茜
会
」

毎
�

18
時
半
、
光
ケ
丘
近
セ
。
初
級
者
。

講
師
は
ラ
テ
ン
Ａ
級
。2

三
千
円
、

3

三
千
五
百
円
。
桜
井
�
７
１
７

３
│
５
５
６
７

育
児
サ
ー
ク
ル
「
マ
ム
＆
キ
ッ

ズ
セ
ミ
ナ
ー
」

第
一
・
三
�
10

時
、
中
公
。
六
カ
月
〜
未
就
園
児

と
親
。2

千
二
百
円
、3

六
百
円
。

坂
本
�
７
１
７
５
│
４
３
０
６

柏
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
サ
ー
ク
ル

月
四
回
�
19
時
、
市
民
体
育
館
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千

円
。
宮
山
�
７
１
６
３
│
０
２
４

９
子
ど
も
英
語
「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ

ズ
」

毎
�
15
時
45
分
、
高
田
近

セ
。
三
〜
八
歳
児
。2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。
柳
井
�
７
１
３
２

│
２
７
７
５

女
性
カ
ラ
オ
ケ

月
三
回
�
10

時
、
中
公
。
女
性
歌
謡
の
新
曲
。

初
心
者
歓
迎
。2

二
千
円
、3

四

千
円
。
岡
本
�
７
１
４
７
│
２
３

５
０リ

ト
ミ
ッ
ク
「
ダ
ン
ボ
」

月

三
回
�
９
時
半
、
田
中
近
セ
。
二

〜
三
歳
児
と
親
。2

二
千
五
百
円
、

3

三
千
円
。
高
島
�
７
１
３
１
│

５
４
８
８

油
絵
「
ひ
ま
わ
り
」

第
一
・

三
�
13
時
、
中
公
。
水
彩
・
ア
ク

リ
ル
も
可
。
初
心
者
歓
迎
。2

二

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
福
田
�

７
１
４
４
│
３
９
４
６

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
「
柏
カ
ー
リ

ー
Ｑ
’Ｓ
」

第
一
・
三
�
18
時
、

富
里
近
セ
。
初
心
者
。3

八
百
円
。

渡
辺
�
７
１
６
４
│
１
８
０
４

藤
心
ペ
ン
習
字
の
会

第
二
・

四
�
９
時
45
分
、
藤
心
近
セ
。
初

心
者
。2

千
円
、3

千
五
百
円
、

手
本
代
年
間
千
五
百
円
。
若
月
�

７
１
７
２
│
６
５
９
４

社
交
ダ
ン
ス
「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」

月
四
回
�
19
時
、
豊
四
季
台
近
セ

ほ
か
。
初
心
者
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。
深
川
�
７
１
６
４
│
１

６
３
６
（
８
時
〜
８
時
20
分
）

会
員
募
集

催
し
・
講
習
会

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

お
知
ら
せ
�

平成１４年（２００２年）２月１５日

国民健康保険料第9期�
介護保険料第9期�
固定資産税・都市計画税第4期�

※口座振替のかたは預貯金残高にご注意ください�

固定資産税・都市計画税は収納課 �7167－1122�
介護保険料は介護保険課 �7167－1134�
国民健康保険料は保険課 �7167－1129

問�

納期限は�
2月28日��

第20回かしわっ葉福祉まつり�
3月 9 日�午後 1時～ 4時�
3月10日�午前10時～午後4時�
教育福祉会館�
ボランティアパネル展・おもちゃ図書
館・福祉テレホンコーナー・福祉施設
の紹介展・福祉機器の展示・車いす体
験・柏市ボランティア連絡協議会活動
の紹介・自閉症の豊かな世界・はがき
づくり体験・ガス工作・紙ねんど工作
・ミニシアター「はらぺこくん」・朗読
会・レクリエーション広場・バザー・
もちつき・縁日・ミニ電車・手話劇※
催し物により開催日時が異なります。
詳しくはお問い合わせを�
車での来場はご遠慮を�

問�柏市社会福祉協議会ボランティアセンター �7165─0880

着ぐるみポケットモンスター�
バラエティーショー�
3月 9 日�午後1時・2時（2回公演）�
教育福祉会館�
12歳以下のかた、各回200人�
無料�
往復はがきに「着ぐるみポケットモンス
ターバラエティーショー希望」と明記し、
希望時間・保護者1人と希望者全員の氏名・
年齢・住所・電話番号と返信面のあて先
を書いて、〒277─0005柏5丁目8─12　柏
市社会福祉協議会ボランティアセンター
へ、2月25日�までに郵送で（必着）※応
募者多数の場合は抽選。応募は1家族1通。
保護者は1家族1人まで�

と き �
�
と こ ろ �
内 容 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
注 意 �

と き �
と こ ろ �
対 象 �
費 用 �
申し込み�
�
�

みんなでひろげようふれあいの輪�



消
費
者
カ
レ
ッ
ジ

と
き

３
月
６
日
〜
20
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

（
計
三
回
）

と
こ
ろ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
全
回
出
席

で
き
る
か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

ペ
イ
オ
フ
解
禁
、
遺
伝

子
組
み
換
え
食
品
・
狂
牛
病
な
ど

食
品
の
安
全
性
、
誇
大
広
告
に
つ

い
て
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

２
月
18
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
　

1

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
７
１

６
３
│
５
８
５
３

さ
く
ら
餅
（
も
ち
）
を

作
っ
て
抹
茶
を
飲
も
う

と
き

２
月
24
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
二
十
五
人

費
用

百
円
　

用
意
す
る
物

皿
・
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
き
ん
・
布
き
ん

申
し
込
み

２
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

◎
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
７
１
４
４
│
５
３
６
３

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー

講
座
「
Ｄ
Ｖ
根
絶
を
」

と
き

２
月
22
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ

ー
対
象

県
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
先
着
四
百
人

内
容

ア
メ
リ
カ
で
Ｄ
Ｖ
根
絶

の
活
動
を
し
て
い
る
加
藤
洋
子
氏

と
Ｄ
Ｖ
と
防
止
法
等
を
考
え
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

は
が
き
に
「
Ｄ
Ｖ

根
絶
講
座
希
望
」
と
明
記
し
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
８
８
２
柏
の

葉
四
丁
目
三
│
一
　
さ
わ
や
か
ち

ば
県
民
プ
ラ
ザ
内
千
葉
県
女
性
セ

ひ
な
ま
つ
り
会

と
き

２
月
27
日
（
水
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー
　

対
象

幼
児
と
保
護
者
、
先
着

五
十
組

内
容

折
り
紙
で
ひ
な
飾
り
を

作
っ
た
り
歌
を
歌
っ
た
り
し
ま
す

費
用

無
料
　

申
し
込
み

２
月
20
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

◎
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
７
１
４
４
│
５
３
６
３

親
子
で
作
っ
て
食
べ
よ

うと
き

３
月
２
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
半

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー
　

対
象

小
学
生
と
保
護
者
、
先

着
十
五
組

内
容

切
り
口
が
花
の
模
様
に

な
る
巻
寿
司
を
作
り
ま
す

費
用

二
百
円
　

用
意
す
る
物

巻
き
す
、は
し
、

わ
ん
、
皿
、
三
角
き
ん
、
エ
プ
ロ

ン
、
布
き
ん

申
し
込
み

２
月
16
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

◎
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
７
１
４
４
│
５
３
６
３

お
は
な
し
会

と
き

２
月
26
日
（
火
）
午
後

３
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

幼
児
〜
小
学
生
、
先
着

二
百
人

内
容

人
形
劇
ほ
か

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
４
０
５
０

柏
子
ど
も
劇
場
観
賞

会
・
東
京
芸
術
座
「
夏

の
庭
」

と
き

２
月
24
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら

と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館

費
用

二
千
四
百
円

申
し
込
み

柏
子
ど
も
劇
場
へ

電
話
で

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
子
ど
も
劇
場
�
７
１
６
９

│
８
４
５
１

広報�� 第１１６３号

書
道
「
土
筆
会
」

第
一
・
三

�
13
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。2

五
百
円
、3

千
円
。
山

田
�
７
１
７
３
│
５
６
７
３

国
連
英
検
特
Ａ
級
を
目
指
す
勉

強
会

毎
�
10
時
、
中
公
。
英
検

一
級
程
度
の
か
た
。
無
料
。
関
口

�
７
１
４
６
│
６
８
４
０

な
か
は
ら
女
声
コ
ー
ラ
ス

毎

�
10
時
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ

か
。2

五
百
円
、3

三
千
円
。
前

島
�
７
１
７
３
│
６
２
４
２

社
交
ダ
ン
ス
「
ヨ
ネ
ッ
コ
会
」

毎
�
13
時
、
中
公
。
初
心
者
も

可
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
小

林
�
７
１
６
６
│
３
６
３
１

柏
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

毎

�
18
時
、
市
民
体
育
館
。3

千
五

百
円
。
富
沢
�
７
１
３
１
│
４
６

９
２フ

ラ
ダ
ン
ス
「
ク
ク
イ
・
ア
ロ

ハ
」

月
四
回
�
15
時
、
松
葉
近

セ
。2

千
円
、3

三
千
円
。
窪
田

�
７
１
４
９
│
８
６
１
２

や
さ
し
い
民
謡
「
か
し
わ
会
」

月
三
回
�
13
時
、
松
葉
近
セ
ほ

か
。3

千
五
百
〜
三
千
円
。
桜
田

�
７
１
３
２
│
１
０
６
９

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
シ
ー
ズ
」

毎
�
９
時
、
日
立
総
合
運
動
場
体

育
館
。
経
験
者
歓
迎
。2

千
五
百

円
、3

千
五
百
円
。
細
川
�
７
１

７
２
│
８
１
５
５

剣
道
「
剣
志
会
」

毎
�
・
�

19
時
、
南
部
中
。2

三
千
円
、3

幼
児
〜
小
学
生
＝
三
千
円
、
中
学

生
以
上
＝
二
千
円
。
水
野
�
７
１

７
２
│
３
５
２
１

バ
レ
エ
と
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
「
ス

テ
ラ
」

毎
�
15
時
、
酒
井
根

近
セ
。
成
人
女
性
。2

三
千
円
、

3

三
千
五
百
円
。
小
林
�
７
１
７

３
│
０
４
８
２
（
17
時
以
降
）

ス
マ
イ
ル
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ

毎
�
・
�
19
時
、
豊
四
季
中

体
育
館
。
中
学
生
以
上
。2

五
百

円
、3

二
千
円
。
大
浜
�
７
１
６

９
│
４
１
８
３

ス
マ
イ
ル
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

毎
�
19
時
、
田
中
中
体
育
館
。
中

学
生
以
上
。2

五
百
円
、3

二
千

円
。
山
添
�
０
９
０
│
４
６
６
１

│
７
１
５
２
（
16
時
以
降
）

新
柏
児
童
合
唱
団

毎
�
14

時
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
。

2

二
千
円
、3

二
千
円
。
芝
辻
�

７
１
７
５
│
８
２
７
６

写
真
ク
ラ
ブ
「
写
楽
」

第
一

�
13
時
半
、
東
中
新
宿
町
内
会

館
。3

五
百
円
。
森
岡
�
７
１
７

３
│
２
０
８
９

社
交
ダ
ン
ス
「
ス
バ
ル
」

月

四
回
�
17
時
、
中
公
。2

千
円
、

3

三
千
円
。
間
瀬
�
７
１
４
４
│

１
９
４
３

布
施
太
極
拳
サ
ー
ク
ル

毎
�

13
時
、
布
施
近
セ
。2

千
円
、3

三
千
円
。
吉
本
�
７
１
３
４
│
５

５
４
０

シ
ル
バ
ー
桜
花
合
唱
団

第
一

・
三
�
13
時
、
松
葉
近
セ
。
五
十

五
歳
以
上
。3

千
五
百
円
。
平
田

�
７
１
３
３
│
１
９
１
５

銭
太
鼓
「
か
や
の
会
」

毎
�

子
ど
も
＝
18
時
・
大
人
＝
19
時
、

豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。3

三
千

円
。
小
梁
�
０
９
０
│
５
４
０
９

│
５
７
３
５

社
交
ダ
ン
ス
「
柏
水
会
」

月

三
回
�
13
時
、
富
里
近
セ
。2

千

円
、3

三
千
円
。
中
島
�
７
１
７

４
│
５
６
３
０

書
道
「
木
筆
の
会
」

第
一
・

三
�
14
時
、
中
公
。
か
な
・
細
字

・
ペ
ン
字
。
永
�
�
７
１
３
１
│

９
８
４
０

水
彩
画
と
絵
手
紙
「
彩
の
会
」

第
一
・
三
�
13
時
半
、
寺
島
文
化

会
館
。
初
心
者
歓
迎
。
プ
ロ
の
指

導
。2

二
千
円
、3

二
千
円
。
黒

主
�
７
１
６
７
│
３
４
８
９

新
舞
踊
「
泉
珠
会
」

月
三
回

�
19
時
、
増
尾
近
セ
。2

二
千
五

百
円
、3

二
千
五
百
円
。
日
下
部

�
７
１
７
６
│
３
７
７
６

フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
第

二
・
四
�
９
時
半
、
豊
四
季
台
近

セ
体
育
館
。2

二
千
円
（
当
初
の

材
料
費
込
み
）、3

二
千
八
百
円
。

桜
井
�
７
１
４
６
│
２
３
０
７

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
あ
み
ゅ
ぜ
　

月
三
回
�
18
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
。2

千
円
、3

三
千
五
百

円
。
秋
山
�
７
１
６
３
│
０
７
８

７
◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す

不登校についての話し
合い（聞くだけも可）�
�

２月15日�午後３時から、
永楽台児童センターへ電
話か直接�

２月22日�午前
10時～正午�
�

不登校のお子さん
の保護者、先着30
人（子ども連れも
可）�

不登校を考え
る親の集い�
�

教育評論家・須長茂夫
氏による講演「子ども
のこころをいやせる家
庭」�

幼稚園教諭・森田浩章
氏による講演�
�

おもに小学生の保
護者、先着40人�
�

紙芝居などを通して性
教育について楽しく学
びます�
�

3月7日�午前10
時～正午�
�

幼児～小学校低学
年の子どもの保護
者、先着25人�
�

幼児～小学校低学
年の子どもの保護
者、先着30人�

2月25日�午前
10時～正午�
�

2月28日�午前
10時～正午�
�

2月20日�午前10時から、
永楽台児童センターへ電
話か直接�

2月19日�午前11時から、
永楽台児童センターへ電
話か直接�
�

2月19日�午前10時から、
永楽台児童センターへ電
話か直接�

親と子のため
のやさしい性
教育�
�

講演「仲間の
中ではぐくま
れるもの」�

ほほえみ子育
て講演会�
�
※会場は永楽台児童センター（永楽台近隣センター内）。いずれも費用は無料。保育あり（先着10人。�
　要予約）�

と　き�講座名� 対　　象� 内　　容� 申 し 込 み �

■永楽台児童センターの講座� 問�永楽台児童センター �7163─4050

非
常
勤
看
護
婦
（
士
）

対
象

看
護
婦
（
士
）
資
格
を

も
つ
か
た

勤
務
時
間

３
月
中
旬
〜
７
月

中
旬
の
平
日
午
後
０
時
半
〜
４
時

（
週
二
日
〜
四
日
）
※
多
少
変
更

も
あ
り

勤
務
場
所

健
康
管
理
セ
ン
タ

ー（
接
種
時
は
市
内
小
・
中
学
校
）

勤
務
内
容

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
業
務

賃
金
（
時
給
）

千
二
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
資
格
免
許
書
の
写
し
を
持

っ
て
、
３
月
１
日
（
金
）
ま
で
に

学
校
保
健
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

四
階
）
へ
直
接
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

1

学
校
保
健
課
�
７
１
６
７
│

１
４
７
９

臨
時
職
員

対
象

ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン

の
操
作
（
簡
単
な
文
章
や
表
の
作

成
等
）
が
で
き
、
車
通
勤
が
可
能

な
か
た
、
一
人
　

勤
務
時
間

４
月
〜
６
月
＝
金

・
日
曜
日
、
７
月
〜
９
月
＝
火
・

日
曜
日
の
週
二
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
※
月
に
三
〜
四
回
夜
間
業

務
あ
り
（
最
長
で
午
後
10
時
）

勤
務
場
所

市
民
文
化
会
館

賃
金
（
時
給
）

七
百
九
十
円

※
夜
間
は
割
り
増
し
、
交
通
費
は

別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
持
っ
て
、
２
月
28
日
（
木
）

ま
で
に
、
市
民
文
化
会
館
へ
直
接

（
月
曜
日
を
除
く
）

1

市
民
文
化
会
館
�
７
１
６
４

―
９
１
４
１

医
療
公
社
の
看
護
婦

（
士
）

職
種
・
人
数

看
護
婦
（
士
）

�
（
常
勤
）
一
人
、
�
（
非
常
勤
）

二
人勤

務
時
間

�
＝
午
前
８
時
〜

午
後
５
時
（
夜
勤
あ
り
）、
�
＝

相
談
に
よ
る

勤
務
場
所

�
・
�
＝
介
護
老

人
保
健
施
設
「
は
み
ん
ぐ
」、
�

＝
は
み
ん
ぐ
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン採

用
年
月
日

相
談
に
よ
る

給
与
・
賃
金

柏
市
医
療
公
社

の
規
定
に
よ
る

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
、
〒
２
７
７
│
０
８
２
５

布
施
一
│
三
　
市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
「
は
み
ん
ぐ
」
へ
、
３
月

15
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

か
直
接
持
参
を

1

市
立
介
護
老
人
保
健
施
設

「
は
み
ん
ぐ
」
�
７
１
３
４
│
０

６
６
０

訪
問
調
査
員

対
象

看
護
婦
（
士
）
・
保
健

婦
（
士
）
・
社
会
福
祉
士
・
介
護

福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
の
い

ず
れ
か
の
資
格
が
あ
り
、
普
通
自

動
車
免
許
を
持
つ
か
た
、
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
応
相
談
）

調
査
地
域

市
内
・
近
隣
市
町

勤
務
内
容

介
護
保
険
の
申
請

に
伴
う
対
象
者
へ
の
認
定
調
査

賃
金
（
時
給
）

千
二
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

２
月
21
日
（
木
）

ま
で
に
介
護
保
険
課
へ
電
話
で
※

後
日
面
接
あ
り

1

介
護
保
険
課
�
７
１
６
７
│

１
１
３
４

臨
時
看
護
婦
（
士
）

募
集
人
数

一
人
　

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時

勤
務
場
所

市
内
保
育
園

賃
金
（
時
給
）

千
二
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持

っ
て
、
保
育
課
（
市
役
所
第
一
庁

舎
二
階
）
へ
直
接

1

保
育
課
�
７
１
６
７
│
１
１

３
７

求
　
人
�

平成１４年（２００２年）２月１５日

講
座
･
講
演
�

こ
ど
も
の
広
場

ン
タ
ー
へ
郵
送
か
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
（
７
１
４
０
│
８
６
０
１
）
で

1

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
�
７

１
４
０
│
８
６
０
２

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教

室と
き

３
月
６
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

柏
郵
便
局（
東
上
町
）

定
員

先
着
三
十
人

申
し
込
み

は
が
き
に
「
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
７
９

９
　
柏
郵
便
局
へ
、
２
月
20
日

（
水
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当
日
消

印
有
効
）

1

柏
郵
便
局
総
務
課
�
７
１
６

７
│
２
４
２
７

催
 
し



広報� 平成１４年（２００２年）２月１５日 第１１６３号 �

�

「
マ
マ
ー
」。
二
歳
に
な
る
息
子
・

秀
太
ち
ゃ
ん
が
リ
ン
ク
サ
イ
ド
で
呼
ぶ

声
に
、
笑
顔
で
手
を
振
り
返
す
│
│
。

１
月
26
〜
30
日
に
帯
広
市
で
開
催
さ

れ
た
「
と
か
ち
青
空
国
体
」
に
、
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
五
百
・
千
メ
ー
ト
ル

に
成
年
女
子
の
千
葉
県
代
表
と
し
て
出

場
し
、
準
決
勝
ま
で
進
出
し
た
。

中
学
時
代
は
器
械
体
操
、
高
校
時
代

に
は
新
体
操
の
選
手
だ
っ
た
。「
何
か

違
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
く
て
」、
大

学
に
入
っ
て
初
め
て
ス
ケ
ー
ト
の
世
界

へ
。
最
初
は
�
手
す
り
み
が
き
�の
状

態
だ
っ
た
が
、
運
動
神
経
の
良
さ
と
練

習
の
成
果
で
、
二
年
の
と
き
か
ら
国
体

に
は
九
年
連
続
で
出
場
し
た
。そ
の
後
、

結
婚
・
出
産
・
離
婚
を
経
験
し
、
い
っ

た
ん
ス
ケ
ー
ト
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い

た
が
、
昨
年
11
月
、「
昔
の
仲
間
に
会

う
た
め
に
」
参
加
し
た
国
体
の
千
葉
県

予
選
を
突
破
。
国
体
出
場
が
決
ま
っ
た

こ
と
で
、
二
年
十
カ
月
の
ブ
ラ
ン
ク
を

埋
め
る
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
の
象
徴
で

あ
る
、
あ
の
太
も
も
。
筋
肉
の
か
た
ま

り
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
だ
。
そ
の

分
、
ブ
ラ
ン
ク
で
落
ち
る
の
も
早
い
。

「
普
通
の
Ｇ
パ
ン
が
は
け
た
の
は
う
れ

し
か
っ
た
ん
で
す
が
（
笑
）」、
合
宿
の

最
初
の
う
ち
は
周
り
に
全
然
つ
い
て
い

け
ず
、「
こ
の
く
ら
い
で
バ
テ
る
は
ず

が
な
い
」
と
い
う
自
分
自
身
へ
の
い
ら

だ
ち
が
あ
っ
た
。

毎
週
週
末
に
は
、
子
ど
も
を
父
母
に

預
け
て
県
の
合
宿
で
日
光
の
リ
ン
ク
に

通
い
、
平
日
は
朝
４
時
半
に
起
き
て
、

子
ど
も
が
寝
て
い
る
間
に
走
り
込
ん

だ
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
合
宿
を
重
ね

る
た
び
に
元
の
力
を
取
り
戻
し
て
き
た

と
い
う
。

子
育
て
と
両
立
し
な
が
ら
の
体
力
の

回
復
。「
自
分
は
親
元
に
居
候
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
身
。
ス
ケ
ー
ト
な
ん
て

と
て
も
無
理
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
た

ん
で
す
が
、
子
ど
も
を
見
て
く
れ
た
両

親
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
監

督
や
選
手
仲
間
の
応
援
に
も
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
こ
た
え
た
い
気

持
ち
で
頑
張
れ
た
ん
で
す
」。
実
直
な

人
柄
が
う
か
が
え
る
。

周
囲
の
追
い
風
を
受
け
て
、
復
帰
の

滑
り
出
し
は
上
々
。
息
子
が
大
き
く
な

っ
た
と
き
に
自
分
の
滑
り
を
見
せ
ら
れ

る
よ
う
に
、
今
日
も
子
育
て
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
む
。

み
ど
り
台
在
住
。
三
十
歳
。
父
、
母
、

息
子
の
四
人
家
族
。

とかち青空国体に出場したママさんスケーター
なが さわ　　　 よう こ
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協力や応援にこたえたい
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長澤　庸子さん

額
絵
「
紙
雛
」

鹿児島地方のお雛（ひな）様を題材にしてい
ます。一対になっている作品で、当館のものは
上下別に額装されています。自分の初孫の誕生
を祝って製作されました。
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「
鬼
は
〜
外
、
福
は
〜
内
」。
２
月
３
日
の
節
分
の
日
、
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た

が
、
布
施
弁
天
と
柏
神
社
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
十
年
ぶ
り
に
布
施
弁
天
で

行
わ
れ
た
節
分
会
で
は
、
七
福
神
が
派
手
に
豆
ま
き
（
写
真
上
）。
福
豆
を
拾
え
ば
厄
払
い
が

で
き
る
と
あ
っ
て
、
集
ま
っ
た
人
び
と
は
一
生
懸
命
に
豆
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
柏
神
社
で
は
元
関

脇
・
麒
麟
児
の
北
陣
親
方
な
ど
が
恒
例
の
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
（
写
真
右
下
）。
ま
た
、
１
日
に
は
豊
四

季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
が
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
っ
て
、
豆

ま
き
を
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
食
べ
る
ほ
う
に
夢
中
だ
っ
た
よ
う
で
…
（
写
真
左
下
）。

柏じゅうで鬼退治

シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

ち
ょ
っ
と
の
勇
気
で
、
素
敵
な
お
し
ゃ
れ
を
│
│
。
１
月
29
日
、
六
十
歳

以
上
の
シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
、
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
「
お
し
ゃ
れ
講
座
」
の
受
講
者
が
成
果
を

発
表
し
た
も
の
で
、
モ
デ
ル
の
皆
さ
ん
は
、
思
い
思
い
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

身
を
包
ん
で
、
訪
れ
た
見
物
客
八
十
人
の
前
で
披
露
。
男
女
ペ
ア
に
な
っ
て

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
ポ
ー
ズ
が
決
ま
る
た
び
に
、
会
場
か
ら
は
「
若
い
わ

ね
え
」「
す
て
き
ぃ
〜
」
な
ど
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

20
歳
若
返
っ
た
み
た
い
！

男女共同参画の講演会

笑
い
の
な
か
か
ら
新
た
な
気
付
き
を
│
│
。
２
月
５
日
、

市
民
文
化
会
館
で
落
語
家
・
桂
文
也
氏
に
よ
る
男
女
共
同

参
画
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
に
引
き
続
い
て
の

落
語
で
は
、「
目
覚
め
の
ス
ス
メ
」
と
題
し
て
妻
と
夫
の
間

の
社
会
的
性
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
に
つ
い
て
一
席
。
参
加

し
た
か
た
は
桂
文
也
氏
の
巧
み
な
話
術
に
、
爆
笑
し
な
が

ら
も
う
な
ず
い
た
り
考
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ジェンダー落語で再認識

1,000メートルの準決勝での
走り。フォームも取り戻した

額
絵
「
雛
道
具
」


